
　「
ｋ
ｏ
ｍ
ｅ
―
ｋ
ａ
ｍ
ｉ
（
コ

メ
カ
ミ
）」
は
、
食
べ
ら
れ
な
く

な
っ
た
米
で
作
っ
た
紙
素
材
。

　
紙
そ
の
も
の
の
持
つ
、
豊
か
な

風
合
い
に
米
の
質
感
が
加
わ
り
、

ラ
フ
で
あ
り
な
が
ら
、
し
っ
と
り

し
た
、
相
反
す
る
質
感
を
実
現
し

た
。
色
は
、
艷
や
か
な
米
を
思
わ

せ
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
白
さ
。

　
年
間
の
食
品
ロ
ス
は
６
３
４
万

㌧
。
こ
の
数
値
に
は
食
用
で
は
な

い
と
事
業
者
が
判
断
し
た
も
の
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
本
質
的
に
は

更
に
大
量
の
ロ
ス
が
発
生
し
て
い

る
。
フ
ー
ド
バ
ン
ク
で
は
、
食
品

ロ
ス
が
出
な
い
よ
う
に
食
材
を
集

め
、
生
活
困
窮
者
な
ど
へ
の
支
援

を
行
う
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
で
も
ロ
ス
は
発
生
し
て
し
ま

う
。

　「
ｋ
ｏ
ｍ
ｅ
―
ｋ
ａ
ｍ
ｉ
」
は
、

食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た
米
や
非
食

用
米
を
集
め
て
紙
素
材
に
ア
ッ
プ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
で
価
値
を
生

み
出
し
、
そ
の
売
上
の
１
％
を

フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
寄
付
す
る
こ
と

で
、
食
品
ロ
ス
を
有
効
活
用
で
き

る
よ
う
に
フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
応
援

し
て
い
る
。

　
キ
ン
グ
ジ
ム
は
、「
テ
プ
ラ
」

の
使
用
済
み
テ
ー
プ
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
を
回
収
し
、
再
資
源
化
ま
た
は

リ
ユ
ー
ス(

再
使
用)

に
よ
る
ゴ

ミ
の
減
量
化
を
図
り
、
環
境
保
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
環
境
保
全
の
取
り
組
み
と
し

て
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
テ
ー
プ
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
、
点
字
テ
ー
プ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

を
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
仕
様
と

し
、
回
収
後
の
部
品
の
再
使
用
を

可
能
に
し
て
い
る
。
両
製
品
は

（
財
）
日
本
環
境
協
会
の
「
エ
コ

マ
ー
ク
商
品
」
の
認
定
を
受
け
て

い
る
。

　
回
収
方
法
は
、
１
０
０
個
未
満

は
近
く
の
「
テ
プ
ラ
」
使
用
済
み

テ
ー
プ
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
Ｂ
Ｏ

Ｘ
設
置
店
で
回
収
。
１
０
０
個
以

上
は
同
社
松
戸
事
業
所
へ
着
払
い

で
返
却
。「
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
設
置
店
」

情
報
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
る
。

　「
Ｌ
ａ
Ｃ
ｕ
ｔ
（
ラ
カ
ッ
ト
）」

は
、
一
つ
の
工
具
だ
け
で
す
べ
て

の
パ
ー
ツ
を
分
解
で
き
る
、
廃
棄

時
の
分
別
の
し
や
す
さ
を
考
え
た

テ
ー
プ
カ
ッ
タ
ー
。

　
部
品
の
組
立
に
は
１
種
類
の
ネ

ジ
が
使
用
さ
れ
、
解
体
時
に
ひ
と

　「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
グ
ラ
ン
デ
・

オ
リ
ー
ブ
レ
ザ
ー
」は
、１
０
０
％

生
物
分
解
が
可
能
な
地
球
環
境
に

や
さ
し
い
オ
リ
ー
ブ
レ
ザ
ー
を
使

用
し
た
シ
ス
テ
ム
手
帳
。

　
革
と
ス
ペ
イ
ン
地
中
海
沿
岸
の

オ
リ
ー
ブ
の
葉
か
ら
抽
出
し
た
１

０
０
％
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
使
い
、
ス
ペ
イ
ン
の
革
工

場
で
鞣（
な
め
）さ
れ
た「
オ
リ
ー

ブ
レ
ザ
ー
」。
そ
の
製
法
は
、
自

然
由
来
の
原
料
を
用
い
て
作
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
１
０
０
％
生
物
分

解
が
可
能
で
あ
り
、
最
も
地
球
環

境
に
や
さ
し
い
革
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　「
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ 

グ
ラ
ン
デ
」

は
、
優
し
い
手
触
り
と
上
質
な
光

沢
感
に
、
心
地
よ
く
香
る
オ
リ
ー

ブ
の
葉
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
使
う
ほ

ど
に
革
の
味
わ
い
を
深
め
る
。

つ
の
工
具
で
容
易
に
素
材
分
別
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
使
い
方
な
ど
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
台
紙
に
記
載
し
、
取
扱
説
明
書

に
使
用
さ
れ
る
紙
資
源
を
削
減
し

て
い
る
。

　
本
体
の
底
面
が
強
力
な
マ
グ

ネ
ッ
ト
な
の
で
、
ス
チ
ー
ル
デ
ス

ク
の
天
板
や
冷
蔵
庫
の
扉
に
が
っ

ち
り
貼
り
付
き
、
使
う
時
に
テ
ー

プ
カ
ッ
タ
ー
本
体
を
押
さ
え
る
必

要
が
な
い
の
で
、
片
手
で
テ
ー
プ

を
引
き
出
す
だ
け
で
切
れ
る
。

　
コ
ク
ヨ
工
業
滋
賀
は
、琵
琶
湖
・

淀
川
水
系
に
生
育
す
る
ヨ
シ
を
原

料
の
一
部
に
使
い
、
コ
ピ
ー
用
紙

や
ノ
ー
ト
な
ど
の
エ
コ
文
具
を
生

産
。
近
年
で
は
琵
琶
湖
の
形
を
し

た
ゼ
ム
グ
リ
ッ
プ
や
、
琵
琶
湖
と

琵
琶
湖
に
住
む
生
き
物
の
一
部
を

か
た
ど
っ
た
付
箋
、
滋
賀
に
ま
つ

わ
る
様
々
な
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
し

た
マ
ス
キ
ン
グ
テ
ー
プ
な
ど
、
琵

琶
湖
の
魅
力
を
伝
え
る
お
土
産

文
具
「
び
わ
こ
文
具
」
を
企
画･

開
発
し
、
滋
賀
を
訪
れ
る
観
光
客

や
地
元
の
人
々
に
人
気
を
博
し
て

い
る
。

　
同
社
は
コ
ク
ヨ
グ
ル
ー
プ
の
主

力
工
場
と
し
て
、
ノ
ー
ト
を
中

心
に
伝
票
や
コ
ピ
ー
用
紙
を
生

産
。
年
間
１
億
冊
以
上
を
販
売
す

る
キ
ャ
ン
パ
ス
ノ
ー
ト
の
生
産
を

支
え
る
、
国
内
最
大
級
の
ノ
ー
ト

工
場
。
滋
賀
で
操
業
す
る
企
業
と

し
て
地
元
や
環
境
に
貢
献
し
た
い

と
、
ヨ
シ
に
着
目
し
た
「
Ｒ
ｅ
Ｅ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
（
リ
エ
デ
ン
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
取
り
組
み
始
め
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
の
「
Ｒ
ｅ
Ｅ

Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
と
は
、
ｒ
ｅ
＝
還
す
・

帰
る
、
ｒ
ｅ
ｅ
ｄ
＝
ヨ
シ
（
葦
）、

ｅ
ｄ
ｅ
ｎ
＝
楽
園
か
ら
の
造
語

で
、「
ヨ
シ
で
琵
琶
湖
を
楽
園
に

戻
そ
う
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
た
名
前
。
ヨ
シ
は
、
琵
琶
湖
の

水
質
浄
化
や
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い
っ

た
働
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
、
湖
に

棲
息
す
る
魚
や
水
鳥
の
絶
好
の
す

み
か
と
な
る
。
新
芽
の
成
長
に
つ

な
が
る
ヨ
シ
刈
り
は
琵
琶
湖
の
風

物
詩
で
、
刈
ら
れ
た
ヨ
シ
は
葦
簀

（
よ
し
ず
）
な
ど
の
ヨ
シ
製
品
の

原
料
と
な
っ
て
い
た
。
ヨ
シ
を
刈

取
る
手
入
れ
を
し
、
刈
ら
れ
た
後

に
処
分
さ
れ
る
ヨ
シ
を
紙
製
品
の

原
料
の
一
部
と
し
て
有
効
活
用
し

よ
う
と
始
ま
っ
た
。
売
上
げ
の
一

部
は
地
元
の
環
境
団
体
や
ヨ
シ
群

落
の
保
全
活
動
に
寄
付
し
、
環
境

保
全
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
コ
ク
ヨ
は
、
２
０
０
６
年
、
高

知
県
四
万
十
町
大
正
地
区
の
民

有
林
を
「
結
の
森
（
ゆ
い
の
も

り
）」
と
名
付
け
、「
人
工
林
の
再

生
」
と
「
自
然
環
境
と
地
域
社

会
の
再
生
」
を
テ
ー
マ
に
、
間

伐
材
の
有
効
活
用
を
中
心
と
し

た
森
林
保
全
を
開
始
し
、
２
０

０
７
年
よ
り
Ｆ
Ｓ
Ｃ
（F

orest 

S
te

w
ard

sh
ip

 C
o

u
n

cil

森
林
管
理
協
議
会
）
の
森
林
認
証

を
取
得
し
て
い
る
。

　「
結
の
森
」
は
現
在
、
対
象
面

積
は
５
４
２
５
㌶
、
累
計
間
伐
面

積
が
１
７
８
９
㌶
ま
で
拡
大
。
ま

た
、
２
０
０
７
年
よ
り
、
高
知
県

か
ら
「
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
証
書
」
が
交

付
さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
９
年
度

単
年
で
は
５
７
０
８
ｔ
―
Ｃ
Ｏ

２
、
２
０
０
６
年
４
月
～
２
０
２

０
年
３
月
の
累
計
で
は
62
・
０
２

２
ｔ
―
Ｃ
Ｏ
２
と
な
っ
た
。

　「
結
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

つ
い
て
は
、『
人
工
林
の
再
生
』

と
『
自
然
環
境
と
地
域
社
会
の
再

生
』
を
テ
ー
マ
に
、
間
伐
材
の
有

効
活
用
を
中
心
と
し
た
森
林
保
全

を
行
っ
て
お
り
、
同
社
の
商
品
開

発
や
営
業
に
携
わ
る
従
業
員
や
高

知
県
立
四
万
十
高
等
学
校
の
生
徒

が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
参
加
す

る
な
ど
、
多
様
な
人
の
参
加
を
促

進
し
な
が
ら
持
続
可
能
な
仕
組
み

づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
保
全

と
地
域
経
済
活
性
化
の
相
乗
効
果

を
ね
ら
う
取
り
組
み
が
評
価
さ

れ
、「
第
18
回
（
２
０
２
０
年
度
）

企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
大
賞
」

の
企
業
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
賞

「
森
林
の
守
り
人
賞
」
を
受
賞
。

　
ま
た
、「
結
の
森
」
で
間
伐
さ

れ
た
木
材
の
有
効
活
用
、
全
国
の

地
域
材
を
使
い
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
（
製
品
名
プ
ロ
ト

コ
ル
カ
ウ
ン
タ
ー
）
を
開
発
。
同

商
品
は
天
板
の
エ
ッ
ジ
に
杖
倒
れ

防
止
や
車
椅
子
利
用
者
用
グ
リ
ッ

プ
な
ど
を
採
用
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
に
も
配
慮
し
た
製
品

で
、「
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
２
０

１
７
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

　「
ス
ー
パ
ー
グ
リ
ッ
プ
Ｇ
　

オ
ー
シ
ャ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」は
、

世
界
20
カ
国
以
上
の
国
と
地
域
で

様
々
な
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
「
テ
ラ
サ
イ
ク

ル
」（
米
国
本
社
）
が
、
日
本
国

内
で
回
収
し
た
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
再
生

樹
脂
を
使
っ
た
国
内
初
の
油
性

ボ
ー
ル
ペ
ン
。

　
ボ
デ
ィ
の
一
部
に
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
再
生
樹
脂
を
使
用
、
そ
の
他
の

部
分
に
つ
い
て
も
リ
サ
イ
ク
ル
素

材
を
使
用
し
た
、
エ
コ
マ
ー
ク
認

定
商
品
及
び
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適

合
商
品
。

　
同
社
は
、
テ
ラ
サ
イ
ク
ル
が
日

本
国
内
で
回
収
し
た
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
し

た
再
生
樹
脂
を
、
国
内
で
初
め
て

筆
記
具
素
材
と
し
て
使
用
す
る
こ

と
で
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

由
来
の
リ
サ
イ
ク
ル
素
材
の
活
用

を
広
げ
、
流
通
を
促
進
し
、
そ
の

回
収
の
推
進
及
び
削
減
に
協
力
す

る
。

　
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
と

は
、
使
用
済
み
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
使
い
捨
て
容
器

な
ど
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
が
適
切

に
廃
棄
処
理
さ
れ
な
い
こ
と
で
、

風
や
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
や
海
に

流
れ
込
み
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
と
な
る
。
時
間
が
経
つ
に
つ

れ
て
劣
化
し
、
次
第
に
小
さ
く
な

　
地
球
環
境
と
子
ど
も
の
未
来
を

考
え
た
、
ぺ
ん
て
る
の
色
え
ん
ぴ

つ
「
パ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
の 

バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
。

　
昨
今
の
深
刻
な
環
境
問
題
を
踏

ま
え
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る

と
の
考
え
か
ら
、「
パ
ス
テ
ィ
ッ

ク
」
を
、
環
境
に
配
慮
し
た
バ
イ

オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
２
０
２
１
年
か

ら
採
用
し
て
い
る
。
ケ
ー
ス
部
分

は
バ
イ
オ
マ
ス
度
25
％
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
で
形
成
し
、
日
本
有
機
資

源
協
会
の
認
証
番
号
取
得
済
み
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

は
、
植
物
や
動
物
な
ど
の
生
物
全

般
か
ら
生
ゴ
ミ
ま
で
す
べ
て
を
含

む
「
生
物
由
来
の
資
源
」
を
原
料

と
し
て
、
つ
く
ら
れ
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
こ
と
。
環
境
に
優
し
い

る
が
、
自
然
分
解
す
る
こ
と
は
な

く
、
微
細
な
小
片
と
な
り
海
中
を

漂
う
。
５
㍉
以
下
の
も
の
は
、
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
呼
ば

れ
、
世
界
中
の
海
に
広
が
る
マ
イ

ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋

汚
染
は
、
生
態
系
へ
の
悪
影
響
が

懸
念
さ
れ
て
い
る
。

資
源
を
原
料
に
す
る
こ
と
で
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
や
化
石
資
源
へ

の
依
存
度
低
減
に
貢
献
す
る
と
し

て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　「
パ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
は
、
１
９

８
０
年
に
発
売
さ
れ
た
全
芯
色
え

ん
ぴ
つ
で
、
今
年
40
年
を
迎
え
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
。
発
色
が
よ

く
、
折
れ
に
く
い
だ
け
で
な
く
、

色
設
計
や
顔
料
は
同
社
が
長
年

培
っ
て
き
た
日
本
の
ク
レ
ヨ
ン
・

パ
ス
の
思
想
を
引
き
継
ぎ
作
ら
れ

て
い
る
。

　「
ｕ
ｎ
ｉ
　
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
（
ユ

ニ
・
ラ
イ
メ
ッ
ク
ス
）」
は
、
ペ

ン
の
軸
材
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
代

替
と
な
る
新
素
材
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を

使
用
し
た
減
プ
ラ
ボ
ー
ル
ペ
ン
。

ペ
ン
の
軸
材
に
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
使

用
し
た
の
は
三
菱
鉛
筆
が
世
界
で

初
め
て
。

　
福
知
山
市
で
は
、
市
民
へ
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
啓
発
の
た
め
、
今
年
３
月

18
日
か
ら
福
知
山
市
役
所
の
窓
口

の
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
「
ｕ
ｎ
ｉ
　
Ｌ

Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
」
に
切
り
替
え
た
。
ま

た
、
市
役
所
備
品
の
ボ
ー
ル
ペ
ン

も
徐
々
に
切
り
替
え
る
予
定
。

　「
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
」
は
、
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
な
ど
無
機
物
を
50
％
以

上
含
む
、
無
機
フ
ィ
ラ
ー
分
散
系

の
複
合
素
材
。
世
界
40
カ
国
以
上

で
特
許
を
取
得
し
て
お
り
、
日
本

の
優
れ
た
技
術
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
（
国
際
連
合
工
業
開
発
機

関
）
の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
技
術
普
及

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
登
録
さ
れ

て
い
る
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
紙
の

代
替
製
品
を
製
造
す
る
際
に
使
用

す
る
石
油
や
水
や
森
林
資
源
な
ど

枯
渇
リ
ス
ク
の
高
い
資
源
の
保
全

に
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
。「
Ｂ

ｉ
ｏ
　
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
　
Ｂ
ａ
ｇ
」

が
、
Ｇ
20
の
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
の
ご

み
袋
や
全
国
の
ア
パ
レ
ル
店
舗
の

袋
（
シ
ョ
ッ
パ
ー
）
で
採
用
さ
れ

る
他
、
ホ
テ
ル
ア
メ
ニ
テ
ィ
（
く

し
）
や
イ
ベ
ン
ト
時
の
食
品
容
器

と
し
て
導
入
も
進
ん
で
い
る
。

　「
バ
イ
オ
マ
ス
文
具
」
は
、
植

物
か
ら
生
成
さ
れ
た
バ
イ
オ
マ
ス

素
材
を
材
料
の
一
部
に
配
合
し
、

石
油
由
来
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

量
を
低
減
し
た
環
境
配
慮
型
製

品
。

　
２
０
２
１
年
２
月
発
売
の
第
１

弾
は
、「
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
」、「
ク

リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
」、「
ク
リ
ア
ー

ポ
ケ
ッ
ト
」
の
３
ア
イ
テ
ム
。
い

ず
れ
も
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
商

品
。

　「
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
」
は
、
上
敷

き
の
透
明
マ
ッ
ト
に
、
植
物
由
来

の
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
を
15
％
使
用

し
た
デ
ス
ク
マ
ッ
ト
。
マ
ッ
ト
の

厚
さ
は
程
よ
い
コ
シ
の
あ
る
１
・

２
㍉
厚
。同
社
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
、

主
流
の
１
・
５
㍉
厚
マ
ッ
ト
と
比

較
し
て
商
品
全
体
に
使
用
す
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
量
を
低
減
し
、
よ

り
環
境
に
配
慮
し
た
。

　「
ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
は
、

バ
イ
オ
マ
ス
素
材
を
10
％
配
合
し

た
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
シ
ー
ト
使
用

の
ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
。
ポ
リ
オ

レ
フ
ィ
ン
シ
ー
ト
と
強
度
の
あ
る

Ｐ
Ｐ
シ
ー
ト
を
貼
り
合
わ
せ
、
一

般
的
な
ホ
ル
ダ
ー
よ
り
も
薄
手
に

す
る
こ
と
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

使
用
量
を
抑
え
た
。

　「
ク
リ
ア
ー
ポ
ケ
ッ
ト
」
は
、

ク
リ
ア
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
同
様
に
、

表
面
に
は
エ
ン
ボ
ス
加
工
は
施
さ

ず
に
透
明
度
を
高
め
、
バ
イ
オ
マ

ス
素
材
を
10
％
配
合
し
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル

素
材
を
１
０
０
％
使
用
し
た
「
再

生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
下
敷
」。

　
教
科
書
・
ノ
ー
ト
に
最
適
な「
Ｂ

５
下
敷
」（
透
明
と
カ
ラ
ー
）、
授

業
で
使
用
す
る
副
読
本
・
練
習
ド

リ
ル
に
適
し
た
「
Ａ
４
下
敷
」（
透

明
）、
覚
え
た
い
ポ
イ
ン
ト
を
隠

し
て
暗
記
が
で
き
る
「
暗
記
用
下

敷
」（
グ
リ
ー
ン
と
レ
ッ
ド
の
２

色
展
開
）
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
暗

記
用
下
敷
は
硬
質
タ
イ
プ
も
。

パ
ス
テ
ィ
ッ
ク
新
ケ
ー
ス

コ ク ヨ

結
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環
境
保
全
と
地
球
経
済
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
多
様
な
人

が
参
加
し
て
活
動

琵琶湖のヨシ原料に
○…コクヨ工業滋賀…○

ノートなどエコ文具生産

パイロット

海
に
漂
う
プ
ラ
ご
み

リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ー
ル
ペ
ン

ボ
デ
ィ
の
一
部
に
海
洋
プ
ラ
ご
み

ぺんてる

「
パ
ス
テ
ィ
ッ
ク
」に

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ケ
ー
ス

三菱鉛筆

減
プ
ラ
ボ
ー
ル
ペ
ン

軸
材
に
Ｌ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
を
使
用

プ
ラ
代
替
に
な
る
新
素
材
使
用

の
ｕ
ｎ
ｉ
ラ
イ
メ
ッ
ク
ス

ライオン事務器

プ
ラ
使
用
を
低
減

バ
イ
オ
マ
ス
素
材
の
文
具

非
食
用
米
か
ら

生
れ
た
紙
素
材

○
…
大
栗
紙
工

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

回
収
し
再
資
源

○
…
キ
ン
グ
ジ
ム

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ロ
ー

廃
棄
時
の
分
別

し
や
す
さ
考
慮

○
…
サ
ン
ス
タ
ー
文
具

環
境
に
や
さ
し
い

オ
リ
ー
ブ
レ
ザ
ー

○
…
レ
イ
メ
イ
藤
井

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
グ
ラ
ン
デ

３
ア
イ
テ
ム
を
発
売

一
つ
の
道
具
で
分
解
で
き
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

再
利
用
の
下
敷

○
…
ク
ツ
ワ

Ａ
４
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
下
敷

琵
琶
湖
の
魅
力
を
伝
え
る
文
具


